
論文内容の要旨

博士論文題目鮎mels for S七mctlﾕ托d Data in Natural IJanguage Processing

(構造晴報を利用したｶ-ﾈﾙに基づく自然言語処理き

氏名 鈴木潤

そ論文内容の要旨)

碇鼠自然言語処理の応摺ﾀｽｸ(情報検鼠ﾃｷｽﾄ分類等)では,出現単語の
集食を特徴としてﾃｷｽﾄを表現する,いわゆるba軒Of-wordsﾓﾃﾞﾙが主流であっ
た,しかし,この手法は,本来ﾃｷｽﾄが持つ様々な言語情報を扱えないという間

題がある. -方,近年では,ﾃｷｽﾄを｢内容に基づいて分類｣する,新しいﾃｷ

ｽﾄ分類ﾀｽﾀをs軌七imen七crlassi鮎a七ion) -と研究が移行しつつあり,ﾃｷｽﾄの持
つ意味的･内容的な特徴を扱う方法が必須となった.

そこで,本諭文では,ﾃｷｽﾄに内在する言語的な構造情報を利用する方法を提

案し,これらの情報が｢内容に基づく｣ﾃｷｽﾄ分類ﾀｽﾀに対して有効であるか

を検証する.また,本論文では,ﾀｽﾀに依存しない軌用的な枠親とするため,擾

案芋法を全てｶ-ﾈﾙ関数で定義する.

はじめに,単語属牲N-gramを提案する.これをも単語が持つ品詞,辞書情報と

いった属性を組み合わせたN-gramであり,出現する様々な言語表現の利用が期待
できる,質閏分類ﾀｽｸを用いて,有効性を検証するとともに,どのような素性が

有効であったかを明らかにする.また,単語属性Ⅳ瑠ramが拡張sequenceｶ-ﾈﾙ
として定義できることを示す.

次に, HS-graphによるﾃｷｽﾄの表現法とHS-graphｶ←ﾈ)t/を提案する.これ
はﾃｷｽﾄ内の様々な言語的な構造情報を統合し,ﾃｷｽﾄの特徴として利用する

方法である.提案芋法により,従来扱うことが困難であった複雑な言語構造を,容

易かつ効率的に扱うことを可能とした.また,効率的な計算方法を述べ,現某的な

時問で提案手法が計算可能であることを示す.また,質間分類ﾀｽﾀを用いて,言

語構造がﾀｽﾀの性能向上に大きく寄与することを示す.

最襖に,練計量に基づく素性選択法を導入した離散ｶ-ﾈﾙを提案する.離散構

造を扱うｶ-ﾈﾙには,全ての部分構造を均等に利用すると,学習時に過学習を起

こす可寵性が轟いことが,これまでに報告されている.従来は,ｻｲｽﾞの太きい部

分構造亡素牲)を削除するか重みを下げることで,この間題に対応してきた.しか

し,ﾃｷｽﾄの場合,特定の表現といった比較的ｻｲｽﾞの太きい部分構造が有効な

情報を持つ可能性が高いた軌従来法では,ﾆれらの情報を効率的に扱えないとい

う閏題が療っていた.そこで,統計量による素性選択法を離散ｶ-ﾈﾙに適用する

ことで,ｻｲｽﾞに依存しない部分構造の利用法を述べる.また,ﾏｲﾆﾝｸﾞ手法を

適用することで,高速なｶ-ﾈJt,演算が可能であることも示す.文の主観･客観性

を判定するﾀｽﾀを用い,挺案手法の有効性を検証するとともに,ｻｲｽﾞの太きい
部分構造が有効な特徴であることを明らかにする.



(論文審査結果の要旨)

平成16年12月27日に開催した公聴会の結果を参考に平成17年2月17日に本博

士論文の審査を行った.以下のとおり,本博士論文は,提案者が独立した研究者とし

て,研究活動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認める.

鈴木潤は,本博土論文において,文の構造情報を用いた種々のｶ-ﾈﾙ計算法を

提案し,文書や文の分類を従来よりも高性能に行うことが可能であることを示した.

本論文の貢献は挽のようにまとめることができる.

1･単語属性N瑠ramによるｶ-ﾈﾙを提案した.これは,単語がもつ晶詞や意味

ﾀﾗｽなどの素性を複合的に組み合わせることのできるｶ-ﾈﾙである.質間

応啓に用いられる質間文の分類ﾀｽﾀによる実験により,従来からの単語に基

づく分舞に比ﾍﾟて,有効であることを検証した.

2･文の擾維な輯造を利用する階層構造ﾀﾞﾗﾌｶ-ﾈﾙを提案した.言語の文絃単

語が集まって文節や句を構成し,それらが更に統語構造を構成している.その

ような構造を直接用いるｶ-ﾈﾙの効率よい計算法を示した.質間分類ﾀｽｸ

により,構造情報を用いることによって,分類性能が大きく改善できることを
示した.

乱統計量を利用した素性選択法を提案した.複雑な構造を素性として用いるｶ-

ﾈﾙは,極めて多くの素性を扱うため,学習時の過学習を避けることができな

い･しかし,ある程度大きな構造が有効に働くような複雑な分類間孝の壕合に

は,素性の構造の太きさや頻度によって素性集合を崖切りすることは得策では

ない･本諭文で札統計量を利用した素性選択により,分類ﾀｽｸに有用な秦

性を抽出することにより,精度向上と高速化を達成する方法を示した.

このように,複雄な構造を利用することのできる種々の離散ｶ-ﾈﾙを提案し,文

分類における有効牲を示した本研究は,独創性が高く,しかも実頗的であり,自然

言語処理の分野において高い賞献があると評価する.

よって,本論文をも博士(工学)の学位論文として価値あるものと誼める.


